
 

 

 

 

調査人数  小学６年生 ９３９名、中学３年生 ９７５名 

 

１ 教科に関する調査結果 

(1)正答率一覧（単位％） （「正答率」は、満点を 100 点としたときの「点数」と同じです。） 

校種 教科 年度 全国平均 県平均 
石巻市 

平均 

全国と 

市の差 
県との差 

小学校 

国語 
Ｒ５ ６７ ６５ ６４ －３ －１ 

Ｒ４ ６６ ６２ ６２ －４ ０ 

算数 
Ｒ５ ６３ ５８ ５７ －６ －１ 

Ｒ４ ６３ ５８ ５７ －６ －１ 

中学校 

国語 
Ｒ５ ７０ ６８ ６４ －６ －４ 

Ｒ４ ６９ ６８ ６６ －３ －２ 

数学 
Ｒ５ ５１ ４４ ４１ －１０ －３ 

Ｒ４ ５１ ４５ ４４ －７ －１ 

英語 
Ｒ５ ４６ ３９ ３６ －１０ －３ 

Ｈ３１ ５６ ５３ ４８ －８ －５ 

注１）全国、県共に公立学校の平均です。 

注２）県平均は仙台市を除いた数値です。 

注３）県平均、石巻市平均は、整数値で示されており、全国平均の数値は、小数第１位を四捨五 

入したものです。 

 

２ 教科に関する調査結果から  〇：よさ △：課題 

〔国語〕 

〇小学校は、全国との乖離が減少している傾向がある。 

〇小・中学校ともに、全国より無解答率が低かった。 

〔算数・数学〕 

〇小学校は、全国との乖離は昨年度と同様だった。 

 〇小学校は、全国より無解答率が低かった。 

 〔英語〕 中学校のみ 平成 31 年度との比較 

 △〇全国との乖離は大きいものの、宮城県との乖離は減少した。 

〔全体〕 

△小・中学校とも宮城県及び全国の平均を下回る結果だった。 

△算数、数学、英語は、基本的な問題についても誤答が多かった。 

△記述式の問題では、条件に合わせた記述や解き方の説明を十分にできない傾向が見られた。 

 

令和５年度 全国学力・学習状況調査結果から読み取れる、 

児童生徒や学校の状況 



＜全国との乖離が特に大きかった問題＞ 

小学校算数  

テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積の大小について分かることを選び、選んだわけを

書く。 

※ 高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や

数を用いて記述できるかどうかを問われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中学校数学  

１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める。 

※ 四分位範囲の意味を理解しているかどうかを問われている。 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



中学校英語  

図書館について書かれた英文を読み、文中の空所に入る適切な語句を選択する。 

※ 文と文との関係を正確に読み取ることができるかどうかを問われている。 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 児童生徒質問紙から  〇：よさ △：課題 

 (1)学習意欲の向上について 

〇「国語の勉強は好きですか。」の設問は肯定的な回答の割合が、全国平均を上回った。 

〇「先生は、あなたの良いところを認めてくれていると思いますか。」「人の役に立つ人間になりた

いと思いますか。」は、肯定的な回答の割合が全国平均を上回った。 

△「算数・数学の勉強は好きですか。」「英語の勉強は好きですか。」は、全国平均を下回った。 

△「学習の中でＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思うか」は、全国平均を下回った。 

 (2)授業改善について 

〇「国語の授業の内容はよく分かりますか。」の設問は肯定的な回答の割合が、全国平均を上回っ

た。 

〇「これまでに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器をどの程度使用しましたか。」で

は、週１回以上と回答した割合が全国を上回った。 

△「算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか。」「英語の授業の内容はよく分かりますか。」

の設問は肯定的な回答の割合が、全国平均を下回った。 

 (3)生活習慣について 

△朝食を毎日食べている割合、家庭学習の時間と読書の時間については、全国平均を下回った。 

 

４ 学校質問紙から  〇：よさ △：課題 

(1)学習意欲の向上について 

  〇「学校生活の中で、一人一人のよい点や可能性をみつけ、（伝えるなど）積極的に評価したか」

は、全国平均を上回った。 

(2)授業改善について 

〇「児童一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器を、授業でどの程度活用しました

か。」は、ほぼ毎日と回答した割合が全国平均を大幅に上回った。 

△「児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、児童一人一人に配備された PC・

タブレットなどの ICT 機器をどの程度使用させましたか。」は、小中ともに全国平均を下回っ

た。 

 (3)生活習慣について 

  〇「児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレット等の端末を，どの程度家庭で利用できるよう

にしているか。」は、全国平均を上回った。 

〇「家庭学習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解を図りましたか。」は、全国平均

を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  石巻市教育委員会では、石巻市学力向上プラン、学力向上マネジメント支援事業の実施等により、

学力向上対策に力を入れている。 

  今後も、学力向上推進委員及び市内全小中学校の教職員や保護者と課題意識の共有を図りながら、

学力向上に向けた教育活動の改善と充実を目指していくとともに、以下の点について力を入れてい

く。 

(1) 学習意欲の向上 

児童質問紙から「先生は、あなたの良いところを認めてくれていると思うか」「学校生活の中

で、一人一人のよい点や可能性をみつけ、（伝えるなど）積極的に評価したか」という質問項目に

関しては、全国平均を上回っていることから、児童生徒と教師の関係は良好であることが伺える。

「算数（数学）の勉強は好きか」「英語の勉強は好きか」については、好きである割合が全国平均

を下回っている。「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思うか」「学習の中でＩＣＴ機器を

使うのは勉強の役に立つと思うか」についても低い。 

学習意欲が向上するよう、次の３点を促す。 

① 全国学力・学習状況調査の結果を学校全体で分析・共有 

② 分析を基に結果を個の指導に生かし「できた」という達成感を実感させる取組 

③ 自ら学ぶことができるタブレットドリル等の有効活用 

 (2) 授業力の向上 

ＩＣＴの活用は全国より高い傾向にある項目が多いものの、思考を要する学習活動での活用は十

分に進んでいるとは言えない。また、国語を除き「授業の内容がよく分かる」と答えている割合が

全国よりも低い。話合いをさせたり、自分の考えなどを発表したりすることが十分にできていない

ことが伺え、思考する活動が十分できているとは言えない。そのため、調査結果からは、記述式の

問題において、正答率が低く、全国との乖離も大きい傾向がある。 

以上を踏まえ、今後一層「ＩＣＴを活用した個別最適な学び」と、「『協同学習』を基本とした、

対話的な学習」を推進する。具体的には、多様な学習場面でのＩＣＴ活用を促す。全教科・領域を

通して意図的に「書く活動」を行っていく。加えて、以下を市全体として取り組んでいく。 

・国語においては、「文学的文章」「説明的文章」を扱う単元の授業改善に力を入れる。文章の要

約等、書く活動を１時間の学習の中に位置付ける。 

・算数（数学）においては、特に、領域「Ａ 数と計算（中学校では「Ａ 数と式」）」「Ｂ 図

形」を大切に指導しつつ、知識及び技能の資質・能力を高めることに重きを置く授業、基礎・

基本を大切にする授業を徹底する。また、適用問題を解く時間を十分に確保し、その際、タブ

レットドリル等を有効活用する。 

・英語においては、知識及び技能の資質・能力を高めることに重きを置く授業を推進する。生徒

同士で書いた文章を読み合う、話し合う活動を意識的に行う。 

 (3) 基本的な生活習慣の確立 

朝食を毎日食べている割合、家庭学習の時間と読書の時間については、全国を下回った。中学校

では、家庭での学習方法の具体例を挙げて指導している割合も低い。三者面談で学習や生活習慣に

ついて情報共有・連携を図るだけでなく、中学校区における連携も一層推進していく。これまで、

整備してきた家庭生活の決まりだけではなく、読書や家庭学習についても小中で情報共有し、基本

的な生活習慣の確立を進める。コミュニティ・スクールでも話題にしていくことで、地域ぐるみで

児童生徒の成長を支えていく。 

令和５年度全国学力・学習状況調査結果・分析に基づき、「石巻市の学力向上」を展開

する中で、下記の取組を推進する。 


